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研究成果の概要（和文）：本研究では首都圏在住の主婦を対象とした質問紙調査とインタビュー

調査から，輸入野菜に比べて割高な国産野菜を購入する消費者像を分析した．その結果，野菜

の品質を重視し，安全性に関心が高い人ほど国産志向が強く，調理における簡便性を重視する

人ほど国産志向が弱いことがわかった．また，価格を重視するかしないかは国産志向に直接影

響はないものの，若年・中年層において購入時に価格が強く気にされていることがわかった．

また品目それぞれの野菜について国産受容価格回答してもらった結果と購買データから平均受

容価格を算出し，その価格までなら購入する人を受容者とし，価格と受容者の割合の関係を年

代や子供の有無，世帯人数別に比較しその違いを明らかにした． 
 
研究成果の概要（英文）：In Japan, the production of vegetables has fallen from the latter half 
of the 1980's because of decreasing of agriculture workers. On the other hand, the amount 
of   imported vegetable has increased, because the price of imported vegetables is cheap 
and the stable supply of them is possible. However, in recent years, the consumers have 
become increasingly aware of problem related to safety of food like chemical levels in 
imported vegetables, therefore, needs of domestic vegetable have risen. This paper 
analyzed purchasing behaviors of domestic vegetables and imported vegetables through 
two questionnaire surveys in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
 店頭における購買過程の研究は，ブランド
内での商品選択にターゲットをおいたもの
が多く他社ブランドと比較した店舗内での
配列やパッケージなどへの応用を行ってい

るものがほとんどである．しかし，本研究で
は，対象商品を国産食品と競合関係にある輸
入食品に絞ることで消費者のもつ価格感や
国外の食品に対する安全感などの違いが比
較できると考えた．価格感については消費者
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がもつ世帯ごとの経済感が反映されひとつ
の指標とすることができるのではないかと
推測した． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，店頭で取られたアンケート調
査及び POS データから消費者の輸入食品及
び国産食品購買時の意思決定過程における
選択基準を明らかにし，輸入食品と国産食品
の価格と購入率の関係を導き出しモデルの
構築を行うことを目的とした． 
 
３．研究の方法 
(1) アンケート調査の実施及び ID 付き POS
データの収集 
  アンケート調査は，東京都内にある某 N
スーパーマッケットにおいて 2009 年 7 月～
2012 年 1 月（毎月１回）主婦 20 名程度を対
象に店舗内面接調査を行なった．予備調査と
して 2009 年 4 月に学生を対象とした店舗内
面接調査を試みた． 

調査対象食品として国産食品と輸入食品
があるものとした. 
(2) 購買過程に影響を及ぼすと考えられる
要因の解明 
消費者の店頭購買行動調査及び消費者の意
識に対する調査から食品購買過程に影響を
及ぼすと考えられる要因の解明を行った．得
られたデータは，多変量解析を用い変数間の
関係について検討した．また輸入品と国産品
の価格についてその価格までなら購入する
人を受容者とし，価格と受容者の割合の関係
を年代や子供の有無，世帯人数別に比較し
た. 
 
４．研究成果 
(1) 受容価格について 
本研究での受容価格とは，「消費者がこれよ
りも高いと品質を考慮しても高いと感じる
価格」と定義した．これは内的参照価格のひ
とつで留保価格や最高受容価格とも呼ばれ
る．生鮮野菜が必要不可欠な食材であること，
また，頻繁に購入され消費者になじみがある
商品であることから消費者が野菜購入時に
よく用いる内的参照価格は受容価格と考え，
生鮮野菜 9 品目について調査を行った．「い
くらなら国産野菜を購入するか」という質問
に対して，回答してもらった 6段階の選択肢
は調査時のそれぞれの国産野菜と輸入野菜
の価格帯をもとに設定した．調査対象者が実
際に購入した野菜については POSデータから
照合した. 
9 品目それぞれの野菜について国産受容価
格回答してもらった結果から平均受容価格
を算出し，その価格までなら購入する人を受
容者とし，価格と受容者の割合の関係を年代
や子供の有無，世帯人数別に比較した. 年代

別の価格と受容者の割合結果を図 1 に示す． 
 

図 1. 年代別の価格と受容者の割合 
 
図 1 をみると若年・中年層よりも高齢層の

方が高価格で受容し実際に購買する人の割
合が高く，受容者の減少の度合いが小さくな
だらかに推移している． 
(2) 国産志向に影響を与える消費者意識の
分析 
 価格の安い輸入野菜ではなく，国産野菜を
選択する行動の背後にある国産志向に影響
を与える消費者意識を明らかにするために
質問紙調査の結果をもとに共分散構造分析
を行った．分析に用いたモデルを図 2に，分
析結果を示す．モデルの適合度は GFI＝0.900，
AGFI＝0.870，RMSEA＝0.039 となった．品質
を重視し安全性への関心が高いほど国産志
向が強いことがわかった．また逆に簡便化志
向の意識が強いほど国産志向が弱まること
がわかった．食や農業への関心や価格重視，
付加価値重視,食事バランスから国産志向へ
のパスは有意とならなかった． 

図 2.  国産志向モデル 
(3) 輸入食品と国産食品の価格と購入率モ
デル 
 消費者が野菜購入時によく用いる内的参
照価格を受容価格と捉え，生鮮野菜 9品目に
ついて購買データとの関係をモデル化した． 
 しかし, 2011 年 3 月に起こった震災（福島
原発）の影響で国産野菜に対する消費者の不
信感が高まり購買行動に違いが見られた.そ
のためモデルの妥当性の検証ができなくな
った.今後の課題として当初の日程とは異な
る形で行わなくてはいけなくなった価格と
購入率の関係については,妥当性の検証まで



 

 

行うことを検討している. 
 本研究では首都圏在住の主婦を対象とし
た質問紙調査とインタビュー調査,POS デー
タから，輸入野菜に比べて割高な国産野菜を
購入する消費者像を分析した．その結果，野
菜の品質を重視し，安全性に関心が高い人ほ
ど国産志向が強く，調理における簡便性を重
視する人ほど国産志向が弱いことがわかっ
た．また，価格を重視するかしないかは国産
志向に直接影響はないものの，若年・中年層
において購入時に価格が強く気にされてい
ることがわかった．また若年・中年層よりも
高齢層の方が高価格で受容し実際に購買に
結びつく割合が高いことが分かった. 
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